
 

2008 年６月 23 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ル ネ サ ン ス

代 表 者 名 代表取締役社長執行役員 唐 木 康 正

（コード番号：２３７８ 東証第一部）

問 合 せ 先 執行役員経営企画部長 安 澤 嘉 丞

（ 電話番号 ０３-５６００-５４５７）

 

（訂正）「親会社等に関する事項について」の一部訂正について 

 

 平成 20 年５月８日に発表しました「親会社等に関する事項について」の記載内容について、

一部誤りがありましたので、下記の通り訂正いたします。 

 

記 

 

【訂正箇所】 

「１．親会社等の商号等」及び「２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその

他の上場会社と親会社等との関係」 

 

【訂正内容】 

訂正箇所に下線を付しております。 

 

＜訂正前＞ 

１．親会社等の商号等                    （平成 20 年３月 31 日現在） 

親会社等 属性
親会社等の
議決権所有
割合（％）

親会社等が発行する株式が 
上場されている証券取引所等 

株式会社東京証券取引所 市場第一部

株式会社大阪証券取引所 市場第一部大日本インキ化学工業株式会社 親会社 50.97 

株式会社名古屋証券取引所 市場第一部

(注)１．大日本インキ化学工業株式会社は、上記 50.97%（10,175 千株）のほか、他人名義による所
有株式 25 千株を実質保有しており、合算すると 10,200 千株となります。 

２．大日本インキ化学工業株式会社は、平成 20 年４月１日をもってＤＩＣ株式会社へ社名変更
しております。 

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

当社の親会社であるＤＩＣ株式会社は、当社議決権の 50.97％を所有しております。当社の事

業はＤＩＣグループの中の中核事業ではありませんが、グループの経営姿勢は「絶えざるイノベ

ーションにより、顧客・社会・地球環境の持続可能な発展に貢献する、新たな価値の創造に全力

を傾ける。」と定義されており、この経営姿勢の「新たな価値の創造」の一翼を担う会社として、

グループ内における当社の重要性は増しております。 

ＤＩＣ株式会社は総合化学メーカーであり、当社はスポーツクラブの経営を主たる事業として

おり、両社の事業内容は大きく異なります。対象とする顧客も全く異なり、営業取引も依存して



おらず、事業の独立性は確保されております。 

当社の取締役９名のうち、親会社との兼任取締役は２名であり、独自の経営判断が行える状況

にあります。 
また、グループ企業であるディックキャピタル株式会社（平成 20 年４月１日をもってＤＩＣ

キャピタル株式会社へ社名変更）とは、短期資金の調達及び余剰資金の短期貸付を行っており
ますが、資金の調達及び返済、並びに貸付における預け入れ及び引き出しの決定は当社の裁量
で行っており、独立性は保たれております。 

 

 

＜訂正後＞ 

１．親会社等の商号等                    （平成 20 年３月 31 日現在） 

親会社等 属性
親会社等の
議決権所有
割合（％）

親会社等が発行する株式が 
上場されている証券取引所等 

株式会社東京証券取引所 市場第一部

株式会社大阪証券取引所 市場第一部大日本インキ化学工業株式会社 親会社 50.98 

株式会社名古屋証券取引所 市場第一部

(注)１．大日本インキ化学工業株式会社は、上記 50.98%（10,175 千株）のほか、他人名義による所
有株式 25 千株を実質保有しており、合算すると 10,200 千株となります。 

２．大日本インキ化学工業株式会社は、平成 20 年４月１日をもってＤＩＣ株式会社へ社名変更
しております。 

 

２．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

当社の親会社であるＤＩＣ株式会社は、当社議決権の 50.98％を所有しております。当社の事

業はＤＩＣグループの中の中核事業ではありませんが、グループの経営姿勢は「絶えざるイノベ

ーションにより、顧客・社会・地球環境の持続可能な発展に貢献する、新たな価値の創造に全力

を傾ける。」と定義されており、この経営姿勢の「新たな価値の創造」の一翼を担う会社として、

グループ内における当社の重要性は増しております。 

ＤＩＣ株式会社は総合化学メーカーであり、当社はスポーツクラブの経営を主たる事業として

おり、両社の事業内容は大きく異なります。対象とする顧客も全く異なり、営業取引も依存して

おらず、事業の独立性は確保されております。 

当社の取締役９名のうち、親会社との兼任取締役は２名であり、独自の経営判断が行える状況

にあります。 
また、グループ企業であるディックキャピタル株式会社（平成 20 年４月１日をもってＤＩＣ

キャピタル株式会社へ社名変更）とは、短期資金の調達及び余剰資金の短期貸付を行っており
ますが、資金の調達及び返済、並びに貸付における預け入れ及び引き出しの決定は当社の裁量
で行っており、独立性は保たれております。 

 

 

以上 


